
倣古展　展示報告

日本画模写クラス



展覧会概要

日本画コースでは3回生になると模写を勉強す
ることができるクラスに入ることができます。
そこでは、同技法・同素材を理念に1年を通し
て模写制作を行い、行程を通して先人らの技術
や知識を学んでいきます。
そして培った成果の発表として模写クラスでは
毎年「倣古展」を企画しています。
今年度も引き継いで開催を企画しているので、
実現のためにも学生企画に応募しました。



開催日2018年5月15日（火）～20日（日）
（６日間）

設営風景



去年の反省

・展示会場に入りにくく感じた
・開催目的が曖昧に感じた

今年の反省

今年の目標
・作品をより良く見える空間で展示をする
・人通りが多く足を運びやすい立地の展示会場にする
・展示内容が分かりやすいようにキャプションや冊子を充実させる

・会場をおさえるのが遅かった（会期は５月。10月予約で既に遅かった）
・１年間の模写レポートを会場に置くはずが間に合わなかった
・外国人への対応は考えていたが（英語版の解説ファイル、キャプション）
　　模写作品が売れないという口頭での説明が行き届かなかった（買いたいという
人が多かった）
・模写作品だけでなく、自主制作を見たいというお客様がいた。その対応ができなかった

（‘~`）



展示風景





新聞にも取り上げていただきました

毎日新聞５月１４日（月）朝刊 京都新聞５月１５日（火）朝刊



1週間のご来生者数は
（火）98名、（水）74名、（木）65名、（金）62名、（土）156名、（日）130

名

計585名でした。

日本画について詳しく知っている人は少なかった
展示を見て興味を持ってくれる人が多くて良かった

結果

反応



会計報告

受給補助金                     　　　　　　　　　82.600円
補助金執行学　　　　 　(191.262円のうち) 82.600円
残金                                                          0円



ご清聴ありがとうございました


